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第３章 計画の基本的な考え方 

１．計画の基本理念 

 本市では、平成 17 年に策定した「ふれあい健康 21」の「自分の健康は自分で守る」という

基本的考え方に立ち、より健康な状態を目指して、市民が積極的に健康づくりを実践し、継続で

きるよう、情報提供や啓発活動、各種保健事業を実施してきました。また、「子どもからお年寄り

まで、みんながともにふれあい、市民と行政が一体となって、生き生きと健康で安心して暮らせ

るまち」を目指すべきまちの姿とし、現在もこの考えの下、市民の健康寿命の延伸を図り、生き

生きと健康に過ごせるまちを目指して健康づくりの取り組みを進めています。そのため、本計画

においても、前計画に引き続き、下記の基本理念を掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．計画の方針 

（１）前計画の総合評価 

前計画においては、「栄養・食生活」、「身体活動・運動」、「休養・こころの健康づくり」、「子ど

もの健康」、「がん」の５分野を柱に、健康づくりの取り組みを進めてきました。 

「栄養・食生活」、「身体活動・運動」、「休養・こころの健康づくり」の３分野については、そ

れぞれ評価できる点がある一方、同分野で課題点も残っているため、第二次計画においても各分

野での取り組みを引き続き推進します。 

「子どもの健康」については、関係機関と連携した取り組みに一定の成果が出ていますが、様々

な悩みをもつ保護者の増加や妊娠中の飲酒・喫煙率が高い等、子どもの親に対する課題点がみえ

てきました。 

「がん」については、本市の死因として最も多いことに加え、がん検診受診率の伸び悩みやが

んの原因となる生活習慣の改善に対する課題等から、引き続きがん予防の取り組みを進めていく

必要があります。同時に、がんを含む生活習慣病は本市の死因別死亡割合において約６割を占め

ており、生活習慣の改善による生活習慣病の発症予防に関する取り組みも重要となります。

みんなが生き生き、健康に過ごせるまち いわで 

 

基本理念 
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（２）分野の設定 

 本市の課題を踏まえ、以下の５つの分野を設定しました。 

 「栄養・食生活」、「身体活動・運動」、「休養・こころの健康づくり」は、前計画を引き継ぐこ

ととします。「子どもの健康」については、子どもだけでなく親に対する取り組みを推進していく

必要があるため、親子での健康づくりを目指す「親子の健康」に分野を変更します。「がん」につ

いては、がん予防だけでなく、生活習慣病全体の発症予防を目指す「健康管理」に分野を変更し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）目標値の設定根拠 

 本計画における数値目標の目標値は、国の健康日本 21（第二次）や第三次和歌山県健康増進

計画の目標値を参照し、算出を行いました。また、本市独自の数値目標については、本市の現状

を踏まえ、算出を行いました。（詳細は資料編の数値目標一覧を参照。） 

栄養・食生活 

身体活動・運動 

 休養・こころの健康づくり 

親子の健康 

１ 

２ 

３ 

健康管理 

４ 

５ 
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３．計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 身体活動・運動 

基本理念 分野 

 

目標 

 目標１ １日 3 食バランスよく食べる 

 目標２ 歯と口の健康を保つ 

１ 栄養・食生活 

 目標１ 日頃から意識的に身体を動かす 

 目標１ 十分な睡眠・休養をとる 

 目標２ こころの健康についての理解を深める 

３ 休養・こころの健康づくり 

 目標１ 安心して妊娠・出産、子育てができる

よう、地域みんなで子育てを支える 
４ 親子の健康 

 目標２ 親子の健康づくりを意識し、 

健康的な生活を実践する 

 

 目標１ がんや生活習慣病に関する 

正しい知識を身につけ、実践する 

 

５ 健康管理 

 目標 2 定期的に検診・健診を受けて、 

自身の健康を管理する 
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